
特集にあたって
医薬品情報は，日々の臨床現場において絶え間なく生成され，更新され続

けている．しかし，その膨大な情報のなかから「今，目の前の患者にとって

意味のある知見」を抽出し，判断へと結びつけることは容易ではない．薬剤

師は単に情報を収集する専門職ではなく，不確実性の高い状況下で意思決定

を担う専門職でなければならない．とりわけ近年，生成AIなどの技術によ

り情報収集の効率化が進む一方で，その情報をいかに評価し，意思決定に結

びつけるかという能力の重要性は，むしろ一層高まっている．したがって，

医薬品情報学は「情報の集め方」を学ぶ学問ではなく，「意思決定のための一

連の方法論」を学ぶ学問として位置づけられるべきである．

卒前教育では，添付文書やインタビューフォームの読解，文献検索，

EBM，生物統計，研究デザインといった基盤的知識を体系的に学ぶ．しか

し，臨床の現場に立ったとき，多くの薬剤師が直面するのは，「この知識を

どのように使えばよいのか」という問いである．例えば，処方監査における

禁忌や相互作用の解釈，腎・肝機能低下時の投与設計，副作用が疑われる事

例における因果関係評価など，いずれも単一の情報源では結論に至らない場

面である．さらに，妊婦・授乳婦への対応や，ガイドラインと患者背景が一

致しない場合，適応外使用や医薬品の欠品といった状況では，複数の根拠を

統合しながら判断を下す力が求められる．

本特集では，こうした実務上の「迷いどころ」を起点として，病院あるい

は薬局で日常的に遭遇する具体的事例を取り上げる．各事例は，臨床疑問の

明確化に始まり，参照すべき情報源の選択，情報の批判的評価，患者および

施設状況への適用，医療チームや患者への伝達，さらに記録と再利用に至る

までの一連のプロセスに沿って解説する．この枠組みによって，添付文書，

特集

現場で差がつく 
「医薬品情報」の活かし方

� 10 薬  局　2026  Vol.77,  No.101458

2026/09/17 04:26:36



ガイドライン，一次文献，新薬評価，安全性情報といった多様な情報が，意

思決定のどの局面でどのように機能するのかを立体的に理解することができ

る．

重要なのは，「完璧な答え」を導くことではない．臨床の現場においては，

情報は常に不完全であり，時間的制約や患者個別の事情が意思決定に影響を

及ぼす．そのなかで求められるのは，複数の情報を統合し，合理的で説明可

能な判断を下す力である．そして，その判断の根拠を明確化し，共有可能な

方法で伝達し，記録として蓄積することが，次の意思決定を支える基盤とな

る．個々の対応が蓄積されることで，それは単なる経験にとどまらず，組織

の知として機能し，医療の質の向上に寄与する．

本特集は，医薬品情報を「集める」段階から，「評価し，活用し，価値を生

み出す」段階への転換を実務のなかで具体化するための一助となることを目

指している．日々の業務における判断の質を高めるとともに，現場で生まれ

た知見が共有され，次の実践へと循環していく．そのような知の連鎖を支え

る基盤として，本特集が機能することを期待したい．
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